
まちのわだい
masaki's town news

第１分団消防詰所が完成

　第１分団消防詰所落成式は、同詰所で行われました。
同詰所は、消防団の再編に伴い、南黒田・北黒田地区
の新たな消防拠点施設として建設されたもの。津波に
対する緊急避難所の役割もあり、耐震性の防火水槽
や仮設トイレが設置できるマンホールなども備えていま
す。式では白石町長が「南海地震や風水害に備える地
域の新たな防災拠点として、安心安全のまちづくりを進
めたい」とあいさつ。より一層の防災を誓っていました。

▼ 9月27日

サツマイモ、大収穫！

北黒田公民館農園で、サツマイモの収穫祭が
行われました。収穫祭には子どもから高齢者まで、
多くの人が参加。1個の重さが 800 グラムを超え
る大物を掘りあてた子もいました。
山ができるほどとったサツマイモは、みんな

で分けて持ち帰りました。参加した宮本華音ちゃ
んは「楽しかった。家では大学イモにして食べた
い」と話していました。

▼ 10月6日

みんなで農業の未来を考える

　集落営農組織ネットワーク構築事業研修会は、文
化センターで行われ、伊予市・松前町・砥部町から約
100人の集落営農組織の代表者などが参加しました。
　研修会では、西条市と東広島市の農事組合法人の
代表者が、具体的な集落営農の進め方や経営につい
て講演。参加者の池内直人さんは「手本になる事例
もあった。神崎地区に、集落営農をどう当てはめるか
考えていきたい」と話していました。

 ▼ 9月26日

わー！自分でとれた

　弓立俊正さん＝徳丸＝の水田で、青葉幼稚園の園
児が秋晴れの下、収穫期を迎えた稲を刈り取りました。
　毎年徳丸農業区と幼稚園が協力して行っている一
連の試みであり、今回は6月に自ら植えた稲の収穫
です。園児たちは「自分でやる！」と積極的に参加。
小さい体を使って、稲の根元へと潜り込み、鎌を大
きくギコギコと動かして、たくさんの米を収穫してい
ました。

▼ 9月24日
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